
ナ

シ

族
の

祠
話
中
の
祠
山
の
役
割
に
關
す
る
一
考
察

村
　
井
　
信
　
幸

序

　
世
界
各
地
の
祠
話
に
お
い
て
、
最
初
に
問
題
に
さ
れ
る
の
は
r
宇
宙
の
中
心
」
で
あ
る
。
こ
の
中
心
の
思
想
は
神
聖
な
空
聞
か
ら
由
來
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

た

も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
世
界
の
中
心
の
紳
話
に
は
、
「
宇
宙
山
」
が
存
在
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
　
　
　
　
　
ア
ニ

　
本
稿
で
扱
う
ナ
シ
（
納
西
）
族
は
、
海
抜
2
4
0
0
m
前
後
の
中
國
雲
南
省
麗
江
市
を
中
心
と
し
た
地
域
に
居
佳
し
て
い
る
。
こ
の
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

は
、
山
や
谷
が
多
い
複
雑
な
地
形
で
あ
る
が
、
ナ
シ
族
が
住
ん
で
い
る
の
は
、
周
園
を
山
に
園
ま
れ
た
山
聞
の
卒
地
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で

ナ
シ
族
は
古
く
か
ら
山
に
封
す
る
信
仰
を
持
ち
、
そ
の
祠
話
に
は
祠
山
が
敷
多
く
登
場
す
る
。
本
稿
で
は
、
ナ
シ
族
の
神
話
に
お
け

る
＃
山
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
筆
者
は
か
つ
て
ナ
シ
族
の
宗
教
東
巴
教
の
開
祀
で
あ
る
丁
巴
什
羅
に
關
す
る
神
話
に
つ
い
て
考
察

　
　
る
　

し
た
。
丁
巴
什
羅
は
「
居
那
什
羅
」
と
呼
ば
れ
る
姉
山
と
密
接
な
關
係
が
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
古
來
の
宗
教
で
あ
る
ボ
ン
教
の
開
祀
シ
ェ
ン
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
こ

ブ
・

ミ
ー
ボ
も
こ
の
山
に
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

　

ナ
シ
族
は
彼
ら
固
有
の
ナ
シ
文
字
（
象
形
文
字
三
音
標
文
字
）
を
持
ち
、
巫
師
東
巴
は
こ
れ
ら
の
文
字
で
記
さ
れ
た
「
東
巴
経
」
を
吟
請

す
る
。
東
巴
経
の
内
容
は
主
に
＃
話
で
あ
る
。
ナ
シ
族
の
宗
教
東
巴
教
の
名
稻
は
巫
師
東
巴
の
名
に
由
來
す
る
と
い
う
。



　
居
那
什
羅
の
建
造
に
つ
い
て
一
言
す
る
と
、
昔
、
天
地
の
創
造
が
完
成
さ
れ
ず
、
天
地
は
揺
ら
い
で
い
た
。
そ
こ
で
祠
々
、
精
需
巫
は
天
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
エ

を
支
え
る
た
あ
に
居
那
什
羅
祠
山
を
創
造
し
た
。
そ
こ
で
天
地
は
し
っ
か
り
と
固
定
さ
れ
て
揺
る
が
な
い
も
の
に
な
っ
た
。
こ
の
居
那
什
羅

神
山
は
天
地
を
支
え
る
世
界
柱
、
つ
ま
り
宇
宙
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

　

こ
の
山
は
ナ
シ
族
の
神
々
、
精
露
と
共
に
組
先
の
住
む
地
で
あ
り
、
死
者
の
魂
が
錦
る
場
所
で
あ
る
。
地
上
に
降
り
た
最
初
の
人
類
の
崇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

忍
利
恩
と
天
女
は
結
婚
し
て
居
那
什
羅
神
山
を
通
っ
て
地
上
に
降
臨
し
た
。

　

ナ
シ
族
の
祠
山
は
、
居
那
什
羅
祠
山
の
他
に
「
玉
龍
山
」
が
あ
る
。
玉
龍
山
は
ナ
シ
族
の
居
住
地
の
中
心
で
あ
る
玉
龍
（
麗
江
）
納
西
族

自
治
縣
に
實
在
す
る
。
ナ
シ
族
は
玉
龍
山
の
山
峰
に
「
玉
龍
第
三
國
」
と
呼
ば
れ
る
他
界
が
あ
り
、
こ
の
地
は
情
死
し
た
男
女
の
安
佳
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

で

あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
居
那
什
羅
祠
山
、
玉
龍
山
の
祠
話
宗
教
的
な
役
割
を
明
確
に
し
て
、
ナ
シ
族
の
固
有
の
世
界
観
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
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第
一
章
　
居
那
什
羅
祠
山

　

ナ
シ
族
の
居
那
什
羅
祠
山
に
つ
い
て
詳
述
す
る
前
に
、
中
國
祠
話
に
お
け
る
棘
山
の
問
題
に
つ
い
て
一
言
し
た
い
。
中
國
神
話
中
の
漢
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　

族
の
神
話
中
の
代
表
的
な
例
と
し
て
は
、
「
昆
奇
山
」
が
畢
げ
ら
れ
る
。
昆
需
山
は
宇
宙
山
と
し
て
大
地
の
中
央
に
讐
え
立
つ
聖
山
で
あ
り
、

柱
の
如
き
形
状
を
し
て
お
り
、
そ
の
高
さ
は
天
ま
で
達
す
る
山
で
あ
る
。
そ
の
位
置
は
、
お
お
よ
そ
中
國
の
西
北
の
邊
諏
の
地
に
あ
る
と
さ

れ
、
黄
河
は
こ
こ
に
源
を
登
す
る
と
信
じ
ら
れ
た
。
こ
の
山
は
天
上
と
地
上
を
つ
な
ぐ
唯
一
の
通
路
と
さ
れ
、
天
上
の
祠
が
地
上
に
降
り
る

際
に
は
、
必
ず
昆
需
山
を
通
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
楊
幅
泉
氏
・
白
庚
勝
氏
は
居
那
什
羅
祠
山
と
昆
奇
山
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
の
メ
”
ル
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ピ

（須
彌
山
）
を
比
較
し
て
、
こ
れ
ら
の
聞
に
類
似
黙
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。



　
次
に
居
那
什
羅
の
役
割
に
つ
い
て
論
述
す
る
が
、
こ
の
問
題
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
1
神
山
の
創
造
、

先
の
關
係
、
4
祠
山
と
生
・
死
と
の
關
係
、
5
祠
山
と
東
巴
教
の
關
係
の
五
項
目
に
分
け
て
考
察
し
た
い
。

2
祠
山
の
位
置
、
3
神
山
と
租

　

　
1
　
棘
山
の
創
造

　
ま
ず
祠
山
の
創
造
に
つ
い
て
一
言
す
る
な
ら
ば
、
J
．
　
F
．
　
R
o
c
k
氏
に
よ
れ
ば
、
昔
、
九
人
の
男
神
が
天
を
創
造
し
、
七
人
の
女
神
が
地

を
創
造
し
た
。
七
人
の
女
祠
は
勤
勉
で
あ
っ
た
の
で
地
は
し
っ
か
り
と
出
來
上
が
っ
た
が
、
九
人
の
男
祠
は
勤
勉
で
は
な
か
っ
た
の
で
天
は

完
全
に

出
來
上
が
ら
ず
、
天
地
は
揺
ら
い
で
い
た
。
神
々
、
精
露
等
は
相
談
し
て
祠
山
の
創
造
に
着
手
し
た
。
知
恵
を
持
っ
た
者
と
力
を
持
っ

た
者
は
、
岩
、
地
、
銀
、
嘉
翠
、
珊
瑚
、
そ
し
て
貝
殼
を
使
っ
て
祠
山
を
つ
く
り
あ
げ
、
そ
れ
を
四
角
形
に
し
た
。
彼
ら
は
虎
と
豹
を
呼
ん

で

山
の
番
を
さ
せ
た
。
白
い
腹
の
獅
子
と
金
の
象
、
そ
し
て
亘
人
を
呼
ん
で
山
の
番
を
さ
せ
た
。
亘
人
は
岩
と
地
を
引
っ
張
っ
て
神
山
を
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

え

た
。
祠
山
は
支
柱
に
よ
っ
て
安
定
し
て
、
天
を
支
え
、
そ
の
足
元
は
地
を
支
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

　
祠
山
の
建
造
に
つ
い
て
は
種
々
の
記
録
が
あ
る
が
、
楊
幅
泉
氏
に
よ
れ
ば
下
記
の
如
く
で
あ
る
。
天
地
が
不
安
定
だ
っ
た
の
で
、
創
生
者

e
x
G
Z
］
m
a
主
　
（
M
u
a
n
－
I
I
u
－
d
d
u
－
n
d
z
i
，
人
類
の
父
）
は
、
居
那
什
羅
祠
山
を
創
造
し
て
天
地
を
支
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、

彼
は

固
　
（
能
力
あ
る
者
）
と
斯
（
知
恵
あ
る
者
）
、
測
量
祠
、
本
（
祭
司
）
と
帖
（
巫
師
）
、
r
ナ
シ
族
」
、
r
伯
」
人
と
「
吾
」
人
、
「
盤
」
人

と
「
納
」
人
と
す
べ
て
の
鳥
獣
を
招
集
し
て
、
祠
山
の
修
築
に
つ
い
て
相
談
し
た
。
最
後
に
セ
キ
レ
イ
を
設
計
師
と
し
、
白
蠣
幅
が
す
べ
て

を

取

り
仕
切
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
飛
鳥
掲
孤
拉
句
が
酒
の
管
理
を
し
、
板
螢
薩
脊
が
監
督
し
た
。
神
、
人
、
獣
が
そ
ろ
っ
て
協
力
し
て
紳

山
を
建
造
し
た
。

　
白
庚
勝
氏
は
、
「
人
類
遷
徒
記
」
、
r
董
術
戦
争
」
等
の
東
巴
経
の
記
述
か
ら
次
の
様
に
遮
べ
て
い
る
。
碑
々
は
五
本
の
天
柱
を
建
立
し
て

か

ら
居
那
什
羅
祠
山
の
修
築
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
柱
は
、
東
方
は
白
銀
、
西
方
は
黒
ヒ
ス
イ
、
南
方
は
ト
ル
コ
石
、
北
方
は
黄
金
、
中
央
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は
白
鐵
で
出
來
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
支
え
ら
れ
て
天
は
振
動
せ
ず
、
地
は
揺
れ
動
か
な
か
っ
た
。
白
氏
に
よ
れ
ば
神
山
の
建
造
の
目
的
は
、

天
地

を
支
え
る
こ
と
で
、
宇
宙
の
秩
序
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
東
巴
経
「
迎
浄
水
」
に
よ
れ
ば
神
山
の
建
造
は
太
陽
．
月
を
つ
な
い

で
逃
げ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
っ
た
。
建
造
が
完
成
し
て
か
ら
、
祠
々
は
鐵
の
網
で
太
陽
を
天
柱
の
左
邊
に
、
月
を
右
邊
に
つ
な
い
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
　

こ
の
よ
う
に
し
て
太
陽
、
月
が
離
れ
る
こ
と
を
防
い
だ
。
楊
幅
泉
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
た
め
太
陽
は
肺
山
の
頂
上
を
左
か
ら
、
月
は
右
か
ら

回
り
、
大
晦
日
の
晩
に
山
頂
で
出
會
い
、
翌
日
に
分
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
書
夜
の
境
界
の
み
で
な
く
、
太
陽
と
月
、

年
と
年
と
の
境
界
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
居
那
什
羅
碑
山
は
、
天
と
地
の
境
界
だ
け
で
は
な
く
、
太
陽
．
月
の
時
聞
的
境
界
に

も
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
推
断
で
き
る
。

　
さ
ら
に
居
那
什
羅
神
山
の
自
然
登
生
的
誕
生
に
つ
い
て
一
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
巴
祠
話
の
最
初
の
部
分
に
お
い
て
、
天
地
混
沌

の

状
態
か

ら
五
色
の
卵
が
生
ま
れ
、
そ
の
中
の
花
色
の
卵
か
ら
居
那
什
羅
祠
山
が
出
現
す
る
。
花
卵
か
ら
祠
樹
も
出
現
し
、
卵
黄
か
ら
は
紳

石
が
出
現
す
る
。
花
卵
か
ら
居
那
什
羅
祠
山
が
出
現
す
る
こ
と
は
、
こ
の
祠
山
が
天
地
の
中
央
に
あ
り
、
五
方
の
空
聞
に
お
い
て
中
央
に
當

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

た
る
花
色
（
雑
色
）
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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2
　
居
那
什
羅
祠
山
の
位
置

　
次
に
居
那
什
羅
祠
山
の
＃
話
的
位
置
に
つ
い
て
一
言
す
る
と
、
神
山
の
周
園
に
は
敷
多
く
の
も
の
が
相
封
し
て
存
在
す
る
。
一
例
を
翠
げ

る
と
、
居
那
什
羅
神
山
の
東
方
に
は
董
祠
（
美
利
董
主
）
が
佳
み
、
西
方
に
は
そ
の
敵
で
あ
る
術
鬼
が
住
ん
で
い
る
。
東
巴
神
話
に
お
い
て

は
、
祠
々
に
は
そ
の
悪
の
封
象
と
な
る
鬼
露
が
存
在
す
る
。
董
祠
の
領
域
は
R
界
で
、
光
明
、
正
義
、
善
良
の
世
界
で
あ
り
、
術
鬼
の
領
域

は
暗
黒
、
邪
悪
、
凶
暴
残
酷
の
世
界
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
世
界
の
境
界
に
居
那
什
羅
祠
山
が
位
置
し
て
い
る
。
董
神
と
術
鬼
の
封
立
．
抗

串
は
敷
々
の
東
巴
経
で
語
ら
れ
る
。
董
祠
と
術
鬼
の
戦
争
の
原
因
の
一
つ
は
太
陽
、
月
の
奪
い
合
い
で
あ
っ
た
。
董
祠
の
息
子
と
術
鬼
の
息



子
は

戦
い
の
中
で
悲
惨
な
最
期
を
と
げ
、
最
後
は
董
神
が
勝
利
を
お
さ
あ
る
。

　
神
山
の
南
方
に
は
人
類
が
佳
み
、
北
方
に
は
「
署
」
（
龍
、
龍
王
）
が
佳
ん
で
い
る
。
祠
話
で
は
、
人
類
と
署
は
元
々
異
母
兄
弟
で
あ
っ

た
が
、
後
に
分
家
し
て
自
然
界
は
、
署
が
、
人
聞
界
は
人
類
が
所
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
人
類
は
紹
え
ず
領
域
を
接
大
し
て
、
樹

木
を
切
り
倒
し
、
河
流
を
汚
染
し
て
、
野
獣
を
殺
害
し
て
署
の
領
域
を
侵
犯
し
た
。
署
は
怒
っ
て
洪
水
等
を
起
こ
し
、
人
聞
界
に
害
を
も
た

ら
し
て
人
類
に
懲
罰
を
與
え
た
。
讐
方
の
封
立
は
激
化
し
て
、
前
記
し
た
丁
巴
什
羅
に
調
停
し
て
も
ら
う
し
か
な
か
っ
た
。
ナ
シ
族
は
績
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

て
病
人
が
出
た
時
、
家
畜
が
傳
染
病
に
か
か
っ
た
場
合
に
は
署
に
封
し
て
敷
々
の
儀
禮
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
居
那
什
羅
疎
山
が
存
在
す
る
位
置
は
天
、
地
の
聞
の
み
で
な
く
、
天
豊
の
運
行
と
も
關
係
し
、
太
陽
と
月
、
書
夜
、
年
と
年

の

境
界
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
祠
々
と
鬼
霞
、
人
類
と
署
（
龍
・
龍
王
）
の
領
域
も
こ
の
神
山
に
よ
っ
て
隔
離
さ
れ
、
結
び
付

け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
観
念
も
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

　
3
　
棘
山
と
祀
先
の
關
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ナ
シ
族
の
世
界
観
に
お
い
て
は
、
居
那
什
羅
神
山
は
組
先
の
住
む
地
で
あ
り
、
死
者
の
魂
は
こ
の
山
に
戻
り
祀
先
と
な
る
。
山
中
に
露
界

が

あ
り
、
そ
の
地
が
祀
先
の
地
で
あ
る
と
い
う
観
念
は
、
世
界
各
地
に
見
ら
れ
る
。
ナ
シ
族
の
宗
教
観
に
お
い
て
最
も
古
い
と
さ
れ
る
「
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

中
露
界
」
は
北
方
の
彼
ら
の
租
先
の
地
で
あ
り
、
死
者
の
露
魂
を
祀
先
の
地
に
迭
る
の
は
古
く
か
ら
の
民
俗
で
あ
る
。

　
周
知
の
如
く
ナ
シ
族
は
移
住
民
で
あ
り
、
祀
先
の
地
か
ら
移
動
し
て
來
て
、
祀
先
の
地
へ
蹄
っ
て
い
v
と
い
う
祀
先
観
を
持
っ
て
い
る
。

ナ
シ
族
は
か
つ
て
青
海
省
一
髄
に
居
住
し
て
い
た
民
族
で
あ
り
、
そ
の
地
か
ら
紹
え
ず
移
住
し
て
い
っ
た
。
現
在
の
居
住
地
の
中
心
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

麗
江
に

移
住

し
て
來
た
の
は
唐
代
の
頃
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
移
動
の
出
登
顯
は
、
李
森
燦
氏
に
よ
れ
ば
居
那
什
羅
祠
山
で
あ
り
、
つ

ま
り
「
山
中
露
界
観
」
と
い
う
観
鮎
か
ら
見
て
も
居
那
什
羅
碑
山
は
非
常
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
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李
森
燦
氏

は
、
ナ
シ
族
の
遠
い
原
祀
の
地
に
つ
い
て
、
「
起
租
経
典
」
「
開
喪
教
典
」
の
内
容
と
實
地
調
査
に
基
づ
い
て
考
察
し
た
。
李
氏

は
居
那
什
羅
神
山
（
巨
那
茄
羅
神
山
）
を
、
死
者
の
雷
巫
魂
の
最
終
目
的
地
で
あ
る
と
し
、
租
先
の
移
動
の
出
襲
鮎
も
こ
の
祠
山
で
あ
る
と
考

　
　
　
　
カ
　

え

て
い
る
。

　
李
氏
は
居
那
什
羅
耐
山
を
奮
西
康
省
に
あ
る
噴
喝
嶺
雪
山
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
ナ
シ
族
は
か
つ
て
無
量
河
一
帯
及
び
噴
喝
嶺
雪

山
付
近
に
居
住
し
、
後
に
南
方
へ
移
動
し
た
と
推
定
し
た
。
無
量
河
中
流
の
「
索
洛
」
と
稻
さ
れ
る
地
は
、
明
代
の
『
徐
霞
客
遊
記
』
に
記

さ
れ
た
「
猫
耀
」
で
あ
り
、
ナ
シ
族
は
こ
こ
で
二
支
に
分
か
れ
た
。
一
支
は
東
南
に
向
か
い
、
木
里
、
永
寧
を
裡
て
、
四
川
省
臨
皿
源
、
臨
皿
邊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

一
帯
に

至

り
、
ま
っ
す
ぐ
に
西
昌
付
近
に
至
っ
た
。
李
氏
に
よ
れ
ば
こ
れ
が
摩
俊
人
（
永
寧
ナ
シ
族
）
で
あ
る
。
（
永
寧
ナ
シ
族
は
麗
江
ナ

シ

族

と
は
異
な
り
、
ナ
シ
文
字
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
麗
江
ナ
シ
族
が
父
系
の
親
族
組
織
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
母
系
の
親
族
組
織
で
あ
る
。
）

他
の
一
支
は
南
へ
無
量
河
の
流
れ
に
沿
っ
て
向
か
い
、
金
沙
江
の
N
字
大
湾
曲
の
北
端
に
ま
っ
す
ぐ
向
か
っ
た
。
無
量
河
は
金
沙
江
に
流
れ

込
む

が
、
彼
ら
は
金
沙
江
を
遡
っ
て
中
句
縣
の
北
地
に
や
っ
て
來
た
。
こ
の
地
は
東
巴
教
の
襲
生
の
地
で
あ
り
、
そ
の
聖
地
と
さ
れ
て
い
る
。

北
地
に
到
着
し
て
か
ら
、
さ
ら
に
績
け
て
南
へ
向
か
い
、
打
鼓
地
方
か
ら
金
沙
江
を
渡
り
麗
江
へ
移
動
す
る
。
こ
の
よ
う
に
李
氏
は
考
察
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

る
。
こ
れ
が
現
在
の
麗
江
ナ
シ
族
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
居
那
什
羅
神
山
は
、
ナ
シ
族
に
と
っ
て
死
者
の
需
巫
が
赴
く
最
終
の
地
で
あ
り
、
組
先
の
住
む
地
と
な
る
。
そ
し
て
現
在
の
居

佳
地
へ
の
移
動
の
出
登
鮎
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
神
山
は
祀
先
と
人
類
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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4
　
祠
山
と
生
・
死
と
の
關
係

次
に
祠
山
と
壽
命
と
の
關
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
人
聞
の
壽
命
を
語
る
東
巴
神
話
「
延
壽
経
」
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
下
記
の
如
く



　
　
　
り
　

で
あ
る
。

①
人
聞
の
壽
命
は
元
來
百
年
で
あ
っ
た
。

②
人
聞
の
壽
命
を
支
配
す
る
聖
樹
の
葉
の
色
が
青
か
ら
黄
色
に
愛
わ
る
の
に
ち
、
”
6
う
ど
百
年
か
か
っ
た
。
時
が
來
る
と
、
洛
大
祠
（
陽
神
、

　
　
N
d
u
）
が
黄
金
の
竿
で
黄
色
い
葉
（
老
人
の
生
命
）
の
み
を
打
ち
落
と
し
て
、
青
い
葉
（
若
者
の
生
命
）
を
残
し
て
お
い
た
。
青
い
葉

　
　
は
生
長
し
て
、
百
年
か
か
っ
て
黄
色
に
愛
わ
っ
て
い
た
。

③

あ
る
日
洛
大
祠
が
天
上
で
＃
々
と
遊
び
戯
れ
て
い
る
う
ち
に
、
壽
命
の
木
の
黄
色
の
葉
を
落
と
す
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
洛
大
祠

　
　
が
氣
つ
い
た
時
に
は
太
陽
が
沈
み
か
け
て
お
り
、
彼
は
あ
わ
て
た
が
聞
に
合
わ
な
か
っ
た
。

④
洛
大
碑
は
急
い
で
聖
樹
の
も
と
に
た
ど
り
つ
き
、
青
い
葉
、
黄
色
い
葉
の
逼
別
な
し
に
白
銀
の
杖
で
打
ち
落
と
し
た
。
そ
の
た
め
青
年

　
　
も
老
人
も
皆
死
に
紹
え
た
。

　
⑤
ま
た
、
こ
の
状
況
で
天
空
は
揺
れ
動
き
、
大
地
で
は
木
石
が
ひ
っ
く
り
返
り
、
ほ
ど
な
く
天
空
が
く
ず
れ
落
ち
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　
⑥
そ
こ
で
、
天
空
と
大
地
を
支
え
る
居
那
什
羅
祠
山
の
修
築
が
祠
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

⑦
祠
山
の
修
築
が
終
了
し
、
そ
の
頂
上
で
洛
大
祠
は
色
大
神
　
（
陰
神
、
s
s
a
）
と
壽
命
の
分
配
の
相
談
を
す
る
。

　
⑧
洛
大
祠
は
人
聞
が
怠
慢
で
睡
眠
を
好
む
の
を
知
っ
て
お
り
、
い
ば
ら
を
た
ば
ね
て
布
團
を
作
り
、
黒
石
を
枕
に
し
て
人
聞
を
安
眠
さ
せ

　
　
な
い
よ
う
に
し
た
。
し
か
し
、
人
聞
は
洛
大
祠
の
教
え
を
聞
か
ず
、
石
と
い
ば
ら
を
捨
て
て
、
羊
毛
の
布
團
を
敷
き
、
餅
を
枕
に
し
て

　
　
ぐ
っ
す
り
と
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
⑨
三
日
後
の
夜
明
け
に
、
洛
大
祠
は
天
高
閣
崖
の
下
で
壽
命
を
分
け
て
、
高
々
と
叫
ん
だ
。
「
誰
か
こ
の
十
萬
年
の
長
壽
を
い
ら
な
い
か
。
」

　
　
人

聞
は
寝
込
ん
で
い
た
。
黒
石
が
答
え
て
、
十
萬
年
の
長
壽
は
石
の
手
に
渡
っ
て
し
ま
っ
た
。
洛
大
神
は
ま
た
高
々
に
叫
ん
だ
。
「
誰

　
　
か

こ
の
一
萬
年
の
長
壽
を
い
ら
な
い
か
。
」
人
聞
は
寝
込
ん
で
い
て
答
え
な
い
。
水
が
答
え
て
＝
禺
年
の
長
壽
を
得
た
。

（103）



　
⑩
洛
大
祠
は

ま
た
叫
ん
だ
。
「
誰
か
こ
の
一
千
年
の
長
壽
を
い
ら
な
い
か
」
人
聞
は
寝
込
ん
で
答
え
な
い
。
そ
こ
で
樹
が
答
え
て
一
千
年

　
　
の
長
壽
を
得
た
。
洛
大
祠
は
ま
た
叫
ん
だ
。
「
誰
か
こ
の
百
年
の
長
壽
を
い
ら
な
い
か
」
人
聞
は
眠
っ
て
い
て
答
え
な
い
。
変
架
の
上

　
　
で
眠
っ
て
い
た
鶏
が
、
冬
風
の
ひ
と
吹
き
で
目
を
畳
ま
し
た
。
鶏
は
答
え
て
百
年
の
長
壽
を
得
た
。

　
⑪
三
十
年
の
壽
命
は
馬
が
も
ら
い
、
二
十
年
の
壽
命
は
牛
に
、
十
五
年
の
壽
命
は
犬
の
手
に
渡
っ
た
が
、
人
聞
は
こ
ん
こ
ん
と
眠
っ
て
い

　
　
て
、
五
年
の
壽
命
し
か
も
ら
え
な
か
っ
た
。

　
⑫
人
聞
は
嘆
い
た
。
五
年
の
壽
命
で
は
子
供
を
育
て
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
家
畜
を
育
て
る
こ
と
も
穀
物
の
牧
穫
も
で
き
な
い
。
人
聞

　
　
は
書
も
夜
も
泣
き
叫
ん
だ
。
鶏
は
百
年
の
壽
命
を
得
た
の
だ
が
、
長
く
生
き
て
も
、
翼
や
尾
が
す
り
切
れ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
食

　
　
料

を
つ
つ
い
て
食
べ
て
も
階
が
す
り
切
れ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
鶏
は
泣
き
だ
し
た
。
洛
大
神
は
言
っ
た
。
「
人
聞
よ
、
鶏
よ
、
泣

　
　
く
こ
と
は
な
い
、
壽
命
を
交
換
す
れ
ば
よ
い
。
」
こ
う
し
て
人
間
は
百
年
に
、
鶏
は
五
年
に
壽
命
を
交
換
し
た
。

　
こ
の
神
話
の
内
容
か
ら
以
下
の
鮎
が
指
摘
で
き
る
。
洛
大
碑
の
失
敗
に
よ
っ
て
天
地
が
揺
れ
動
い
た
。
そ
こ
で
＃
々
は
天
空
と
大
地
を
支

え
る
た
め
に
居
那
什
羅
祠
山
の
修
築
を
行
う
。
祠
山
の
修
築
を
終
え
た
洛
大
神
は
壽
命
の
分
配
の
相
談
を
山
頂
で
行
っ
た
。
つ
ま
り
、
居
那

什
羅
祠
山
は
生
と
死
の
分
離
と
結
合
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
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5
　
居
那
什
羅
耐
山
と
東
巴
教
の
關
係

　

こ
の
祠
山
は
東
巴
教
に
お
い
て
重
要
な
信
仰
の
封
象
で
あ
り
、
藪
々
の
宗
教
儀
に
お
い
て
崇
拝
さ
れ
る
。
葬
迭
儀
禮
の
際
に
棺
の
前
で

　
　
　
　
お
　

F＃
路
圖
」
（
日
N
宮
暮
檜
巻
）
が
廣
げ
ら
れ
る
際
に
吟
請
さ
れ
る
東
巴
経
に
よ
れ
ば
、
死
者
の
魂
は
最
高
神
の
領
域
に
入
る
時
、
R
々
の

領
土
を
通
り
居
那
什
羅
禰
山
に
導
び
か
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
祠
山
は
「
祠
路
圖
」
に
記
さ
れ
た
死
者
の
道
程
と
密
接
な
關
係
が
あ
る
。

　
次
に
居
那
什
羅
祠
山
と
東
巴
教
の
開
祀
丁
巴
什
羅
の
關
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
丁
巴
什
羅
は
十
八
層
の
天
で
錦
の
テ
ン
ト
に
住
み
、
東



巴

経

を
唱
え
て
い
た
。
彼
が
天
か
ら
居
那
什
羅
神
山
に
下
り
た
時
、
三
人
の
ラ
マ
僧
が
経
を
唱
え
て
い
た
。
ラ
マ
僧
達
は
朝
食
を
と
り
、
バ

タ
ー
茶
を
飲
む
時
に
丁
巴
什
羅
を
招
待
し
な
か
っ
た
。
彼
は
怒
っ
て
呪
文
を
唱
え
た
。
す
る
と
左
か
ら
白
風
が
、
右
か
ら
は
黒
風
が
吹
い
て

ラ
マ
僧
の
経
典
を
四
方
に
吹
き
飛
ば
し
て
、
ペ
ー
ジ
の
最
初
と
最
後
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。
ラ
マ
僧
は
非
常
に
困
っ
た
。
丁
巴
什
羅
が
脛

典
の
ペ
ー
ジ
を
誤
り
な
く
整
理
し
た
。
ラ
マ
僧
は
彼
の
祠
通
力
に
敬
伏
し
、
そ
の
衣
服
の
袖
を
切
り
取
り
、
ズ
ボ
ン
を
ぬ
い
で
丁
巴
什
羅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

献
上

し
た
。
東
巴
が
ズ
ボ
ン
を
は
き
、
ラ
マ
僧
は
ズ
ボ
ン
を
は
か
ず
、
衣
服
に
袖
が
な
く
な
っ
た
の
は
こ
の
こ
と
に
由
來
す
る
。
ナ
シ
族
の

世
界
観
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
は
東
巴
教
と
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
（
ラ
マ
教
）
の
分
離
を
象
徴
す
る
と
推
断
で
き
よ
う
。

　
丁
巴

什
羅

と
ラ
マ
僧
が
争
っ
た
頃
、
女
鬼
可
庶
焉
が
三
百
六
十
の
鬼
露
を
率
い
て
、
人
聞
、
動
物
を
喰
い
殺
し
て
い
た
。
人
類
、
動
物
は

地
上
に

居

る
場
所
が
も
は
や
な
か
っ
た
。
人
類
は
相
談
し
た
結
果
、
白
蠣
輻
を
天
上
に
派
遣
し
て
、
丁
巴
什
羅
に
可
庶
璃
を
鎭
塵
す
る
た
め

に

地
上
に

降
臨
し
て
v
れ
る
よ
う
に
願
っ
た
。
丁
巴
什
羅
は
神
々
の
命
令
に
從
い
、
天
上
か
ら
藪
々
の
東
巴
、
兵
士
を
率
い
て
、
居
那
什
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　

神
山
を
通
過
し
て
地
上
に
降
臨
す
る
。
可
庶
璃
、
三
百
六
十
の
鬼
霊
を
鎭
塵
し
た
後
、
丁
巴
什
羅
は
そ
の
出
示
り
に
會
う
。
彼
は
居
那
什
羅
祠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

山
で
三
羽
の
白
雁
に
出
會
い
、
藏
族
、
ナ
シ
族
、
白
族
の
巫
師
に
お
祓
い
し
て
も
ら
う
よ
う
に
指
示
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
彼
は
回
復
す
る
。

丁

巴
什
羅
の
死
後
、
そ
の
三
人
の
弟
子
、
三
百
六
十
人
の
東
巴
が
役
割
を
纏
承
し
て
、
こ
の
こ
と
が
東
巴
教
の
成
立
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の

様

な
顯
か
ら
居
那
什
羅
神
山
と
丁
巴
什
羅
、
東
巴
教
と
の
密
接
な
關
係
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
東
巴
教
は
チ
ベ
ッ
ト
古
來
の
宗
教
で
あ
る
ボ
ン
教
の
深
い
影
響
を
受
け
て
い
る
。
國
o
爵
氏
は
丁
巴
什
羅
は
ボ
ン
教
の
開
祀
シ
ェ
ン

ラ
ブ
・
ミ
ー
ボ
と
同
1
の
も
の
で
あ
り
、
居
那
什
羅
祠
山
は
チ
ベ
ッ
ト
の
カ
イ
ラ
ス
山
（
須
彌
山
）
に
相
當
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て

　
ハ
お
　

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
最
近
楊
幅
泉
氏
に
よ
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
の
ボ
ン
教
の
「
剛
底
斯
山
」
と
居
那
什
羅
祠
山
の
比
較
が
行
わ
れ
て
い
る
。
居
那
什
羅
祠
山
と
丁

巴
什
羅
・
東
巴
教
の
關
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ナ
シ
族
の
祠
話
、
宗
教
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
影
響
を
見
出
す
手
が
か
り
を
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つ
か
む

こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
ナ
シ
族
と
同
じ
く
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
族
に
属
す
る
イ
族
、
ハ
ニ
族
等
の
祠
話
に
も
、
重
要

な
役
割
を
果
た
す
祠
山
の
例
が
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
以
上
の

如

く
、
居
那
什
羅
祠
山
の
ナ
シ
族
の
神
話
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
こ
の
祠
山
に
死
後
行
く
こ
と
が
で
き
る
者
は
、

正
常

な
死
を
と
げ
た
霊
魂
に
限
ら
れ
る
。
悲
業
の
最
期
を
と
げ
た
者
、
特
に
情
死
者
の
露
魂
は
玉
龍
山
に
あ
る
「
玉
龍
第
三
國
」
と
稻
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

る
霞
界
に
行
く
と
さ
れ
る
。
次
章
で
こ
の
玉
龍
山
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

第
二
章
　
玉
龍
山

　
前
記
し
た
如
く
、
ナ
シ
族
の
杜
會
に
は
居
那
什
羅
神
山
以
外
に
、
祠
山
と
し
て
玉
龍
山
が
存
在
す
る
。
居
那
什
羅
祠
山
は
耐
話
上
の
山
で

あ
る
が
、
玉
龍
山
は
玉
龍
（
麗
江
）
納
西
族
自
治
縣
に
實
在
す
る
山
で
あ
る
。

　
玉
龍
山
に
佳
む
山
神
は
コ
ニ
多
」
（
m
s
a
n
－
d
d
o
）
と
稻
さ
れ
る
。
山
紳
三
多
は
傳
承
で
は
そ
の
兄
弟
は
皆
山
祠
で
あ
り
、
ナ
シ
族
に
と
っ

て

は
民
族
保
護
神
で
あ
る
。
三
多
は
非
常
に
複
雑
な
性
格
の
神
で
あ
り
、
樹
葉
の
様
に
輕
い
も
の
の
化
身
と
さ
れ
る
が
、
雪
山
の
白
石
の
様

に

重

た
い
も
の
で
も
あ
る
。
ナ
シ
族
が
戦
闘
す
る
度
に
敵
に
打
ち
勝
つ
様
に
助
け
る
。
そ
の
時
彼
の
顔
は
白
雪
の
様
で
あ
り
、
目
は
稻
妻
の

如
く
、
白
い
カ
ブ
ト
、
鎧
を
身
に
付
け
て
、
白
馬
に
跨
り
、
白
矛
を
持
つ
。
ナ
シ
族
は
誰
で
も
こ
の
神
を
ひ
れ
伏
し
て
禮
拝
す
る
。
三
多
は

こ
の
よ
う
に
ナ
シ
族
の
戦
祠
で
あ
る
が
、
元
々
は
玉
龍
山
の
白
石
で
あ
っ
た
。
後
に
変
珠
が
力
持
ち
に
背
負
っ
て
運
ば
せ
た
。
彼
は
こ
の
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

石
を
玉
龍
山
南
麓
の
玉
龍
村
ま
で
運
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。

　
玉
龍
山
麓
の
白
沙
郷
に
は
、
こ
の
祠
を
祭
る
「
三
多
閤
（
別
名
北
嶽
廟
）
が
あ
る
。
こ
の
廟
は
唐
代
大
歴
十
四
年
（
七
六
九
年
）
に
建
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

さ
れ
た
麗
江
で
最
も
古
い
寺
廟
で
あ
る
。
毎
年
農
暦
二
月
八
日
、
こ
の
神
の
誕
生
日
に
各
地
の
ナ
シ
族
は
祭
拝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
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九
八
七
年
か
ら
毎
年
農
暦
二
月
八
日
は
、
法
定
の
ナ
シ
族
の
民
族
祭
日
と
な
っ
た
。
玉
龍
山
の
遠
隔
地
の
ナ
シ
族
も
、
毎
年
三
多
を
祭
ら
ね

ば

な
ら
な
い
。
傳
承
で
は
三
多
に
は
藏
族
と
白
族
の
妻
が
お
り
、
こ
の
よ
う
な
山
神
信
仰
に
も
ナ
シ
族
と
藏
族
・
白
族
と
の
歴
史
的
關
係
が

見
ら
れ
る
。

　
三
多
は
ナ
シ
族
、
藏
族
、
白
族
の
聞
で
共
通
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
祠
で
あ
る
。
白
族
の
聞
で
は
三
多
を
信
仰
し
て
い
る
者
は
ナ
シ
族
よ

り
も
多
い
と
さ
れ
る
。
毎
年
農
暦
二
月
八
日
と
八
月
に
雲
南
省
鶴
慶
、
金
山
寺
の
白
族
は
居
住
地
に
集
ま
り
、
三
多
廟
で
祭
り
を
行
わ
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　

れ
ば

な
ら
な
い
。
現
在
三
多
廟
の
祭
拝
時
の
ナ
シ
族
の
参
詣
客
は
非
常
に
少
な
く
、
白
族
が
最
多
で
あ
り
、
鶴
慶
縣
の
者
が
多
い
。

　
和
玉
才
東

巴
は
幼
い
時
、
三
多
が
藏
族
の
祠
露
で
あ
る
と
聞
い
た
。
具
膿
的
に
は
阿
布
高
氏
祠
が
ラ
サ
か
ら
玉
龍
山
麓
に
來
た
時
は
も
は

や
疲
努
の
た
め
に
立
ち
上
れ
ず
、
こ
こ
に
三
多
廟
を
建
て
て
祭
っ
た
と
い
う
。
三
多
が
藏
族
の
祠
璽
で
あ
る
と
い
う
観
念
は
藏
族
と
隣
接
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ヨ

あ
る
い
は
集
居
し
て
い
る
ナ
シ
族
の
肚
會
に
廣
く
傳
わ
っ
て
い
る
。

　
新
中
國
成
立
以
前
、
ナ
シ
族
の
杜
會
で
は
、
他
種
族
に
比
し
て
若
い
男
女
の
情
死
の
例
が
非
常
に
多
く
、
情
死
は
一
般
的
に
玉
龍
山
で
行

わ
れ
た
。
ナ
シ
族
の
世
界
観
で
は
、
前
記
し
た
如
く
居
那
什
羅
神
山
に
行
く
こ
と
の
で
き
る
者
は
正
常
な
死
亡
者
に
限
ら
れ
る
。
非
業
の
最

期
を
と
げ
た
者
、
特
に
情
死
者
の
璽
は
、
居
那
什
羅
神
山
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
玉
龍
山
に
あ
る
「
玉
龍
第
三
國
」
と
呼
ば
れ
る
他
界
に

行

く
こ
と
で
安
息
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
情
死
者
は
前
記
し
た
三
多
に
所
り
求
め
る
こ
と
で
、
玉
龍
山
界
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
　

こ
と
が
許
さ
れ
玉
龍
第
三
國
に
お
け
る
卒
安
に
到
達
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
ナ
シ
族
の
杜
會
で
は
情
死
が
非
常
に
多
か
っ
た
が
、
そ
の
原
因
は
ま
ず
疽
會
制
度
が
考
え
ら
れ
る
。
ナ
シ
族
の
聞
で
は
結
婚
の
相
手
は
両

親
同
士
で
そ
の
相
手
は
決
定
さ
れ
、
交
差
イ
ト
コ
婚
が
優
先
さ
れ
た
。
自
由
懸
愛
を
成
就
す
る
た
め
に
、
若
い
男
女
は
祠
山
と
さ
れ
る
玉
龍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　

山
へ
行
っ
て
情
死
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
婚
姻
規
制
は
西
南
中
國
少
敷
民
族
の
冠
會
に
は
敷
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
や
は
り
ナ
シ
族
の
情
死
が
塵
倒
的
に
多
か
っ
た
の
は
、
情
死
が
行
わ
れ
た
玉
龍
山
、
そ
し
て
「
玉
龍
第
三
國
」
へ
の
あ
こ
が
れ
が
大
き
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な

影
響
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ

れ

で

は
こ
の
情
死
し
た
人
々
の
理
想
郷
で
あ
る
玉
龍
第
三
國
に
つ
い
て
詳
述
す
る
な
ら
ば
、
傳
承
に
よ
れ
ば
玉
龍
山
に
は
三
つ
の
郭

（城
郭
）
が
あ
る
。
後
世
の
人
々
は
、
こ
れ
を
「
玉
龍
第
一
國
」
、
F
玉
龍
第
二
國
」
「
玉
龍
第
三
國
」
に
分
か
れ
る
と
解
繹
し
て
い
る
。
第
↓

國
は
蝿
、
蚊
が
お
り
、
第
二
國
は
青
草
、
樹
林
、
山
泉
が
な
い
地
で
あ
る
。
第
三
國
は
草
木
、
深
林
が
密
集
し
、
群
獣
が
集
ま
り
、
瀧
、
流

泉
の
あ
る
浄
土
で
あ
る
。
現
在
で
も
多
く
の
老
人
は
、
玉
龍
第
三
國
は
玉
龍
山
の
山
峰
に
あ
る
と
信
じ
て
い
る
が
、
正
確
な
方
位
、
地
霜
に

は
藪
多
く
の
説
が
あ
る
。
そ
の
地
は
死
後
の
理
想
世
界
で
あ
る
が
、
多
く
の
宗
教
の
「
天
堂
」
「
天
國
」
と
は
全
く
異
な
り
、
純
粋
な
自
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

な
樂
園
と
さ
れ
て
い
る
。

　
情
死
し
た
男
女
の
需
巫
魂
を
玉
龍
第
三
國
に
導
く
た
あ
に
ナ
シ
族
の
聞
で
は
、
「
ハ
ラ
リ
ュ
ク
」
（
H
5
r
，
1
1
a
－
1
1
u
－
k
’
o
）
と
い
う
儀
禮
が
行
わ

れ

て
い

た
。
か
つ
て
ナ
シ
族
の
祀
會
で
は
敷
多
く
の
儀
禮
が
行
わ
れ
て
い
た
が
清
代
雍
正
元
年
（
一
七
二
三
年
）
の
「
改
土
蹄
流
」
以
後
、

麗
江
一
帯
で
急
速
に
漢
化
が
進
み
多
く
の
も
の
が
廣
止
さ
れ
る
か
簡
略
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ハ
ラ
リ
ュ
ク
儀
禮
は
↓
九
四
九
年
ま
で
は
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
に
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
儀
禮
の
際
に
東
巴
に
よ
っ
て
吟
請
さ
れ
る
も
の
が
、
「
魯
般
魯
饒
」
と
題
す
る
経
典
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
膨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

大

な
も
の
で
あ
る
が
、
情
死
者
の
心
情
を
細
か
く
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
概
略
的
に
紹
介
す
る
と
下
記
の
如
く
で
あ
る
。

　
昔
、
人
類
は
居
那
什
羅
祠
山
か
ら
皆
移
っ
て
き
た
が
、
若
い
男
女
達
は
こ
の
山
に
留
ま
っ
て
遊
牧
を
し
た
。
卒
地
の
人
々
は
鳥
を
つ
か
わ

し
て
山
か
ら
降
り
て
來
る
よ
う
に
言
っ
た
が
、
彼
ら
は
降
り
て
行
か
な
か
っ
た
。
あ
る
日
、
い
な
く
な
っ
た
子
羊
を
探
し
に
行
く
う
ち
に
彼

ら
は
金
、
銀
の
花
が
暖
き
齪
れ
る
大
樹
の
下
に
た
ど
り
着
き
、
そ
こ
で
樂
し
く
暮
ら
す
が
再
び
逃
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
の
う

ち
龍
が
洪
水
を
起
こ
し
て
石
橋
を
流
し
て
し
ま
っ
た
。
他
の
人
々
は
逃
れ
た
が
、
開
美
久
命
金
は
一
人
で
取
り
残
こ
さ
れ
る
。
孤
濁
な
彼
女

は
、
自
分
の
思
い
を
懸
人
の
羊
飼
い
朱
補
羽
勤
盤
に
傳
え
て
く
れ
る
よ
う
に
、
鳥
に
傳
言
を
頼
む
。
し
か
し
、
朱
補
羽
勤
盤
は
彼
女
の
訴
え

に

全

く
無
關
心
で
あ
り
、
彼
女
は
彼
の
両
親
か
ら
手
ひ
ど
く
の
の
し
ら
れ
る
。
開
美
久
命
金
は
情
死
鬼
の
女
頭
目
の
誘
惑
を
受
け
て
桑
の
木
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で
首
を
吊
る
。
彼
女
の
崇
り
を
恐
れ
た
朱
補
羽
勤
盤
は
、
何
度
も
彼
女
の
璽
の
濟
度
を
行
い
、
ハ
ラ
リ
ュ
ク
儀
禮
も
行
わ
れ
、
彼
女
の
露
は

宥
め

ら
れ
る
。
（
口
頭
傳
承
で
は
朱
補
初
勤
盤
は
彼
女
の
出
示
り
を
受
け
て
首
を
吊
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

　
次
に
ハ
ラ
リ
ュ
ク
儀
禮
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
、
こ
の
儀
禮
は
三
日
聞
か
ら
五
日
聞
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
。
そ
の
時
、
多
く
の
親
戚
や

友
人
、
隣
人
が
招
か
れ
、
五
ー
六
人
の
東
巴
に
よ
っ
て
百
二
十
冊
も
の
経
典
が
吟
請
さ
れ
、
多
敷
の
豚
、
羊
、
山
羊
、
鶏
と
大
量
の
米
が
供

え

ら
れ
る
。

　
こ
の
儀
禮
の
最
初
に
、
ま
ず
死
者
の
生
ま
れ
育
っ
た
家
に
祭
壇
が
設
け
ら
れ
る
。
初
日
は
供
養
や
道
具
、
祭
壇
の
準
備
が
行
わ
れ
、
い
く

つ
か

の

経
典
が
吟
諦
さ
れ
、
微
れ
を
浄
め
る
儀
式
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
情
死
者
の
露
が
祭
壇
に
迎
え
ら
れ
、
弔
わ
れ
る
の
は
三
日
目
で

あ
る
。
當
日
は
、
早
朝
か
ら
経
典
が
吟
諦
さ
れ
、
山
羊
が
供
犠
さ
れ
る
。
次
に
情
死
者
が
死
ん
だ
方
向
を
望
む
山
の
上
に
祭
壇
が
作
ら
れ
る
。

東
巴
は
こ
こ
で
情
死
者
の
雷
巫
を
招
く
経
典
を
吟
請
し
、
呼
び
よ
せ
ら
れ
た
霰
は
、
死
者
の
名
を
記
し
た
位
牌
の
形
に
な
っ
て
生
ま
れ
た
家
に

蹄

る
。
こ
う
し
て
生
家
の
祭
壇
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
死
者
の
雷
巫
に
封
し
て
、
東
巴
は
い
く
つ
か
の
経
典
を
吟
請
し
、
山
羊
や
羊
を
屠
り
、
神
々

に

露
を
鎭
め
て
も
ら
う
た
め
に
踊
り
を
踊
る
。

　
次
に
行
わ
れ
る
の
が
、
情
死
の
縄
を
切
る
儀
式
で
あ
る
。
ツ
ツ
ジ
の
葉
を
結
ん
だ
縄
を
母
屋
の
柱
に
掛
け
、
二
人
の
東
巴
が
踊
り
な
が
ら
、

こ
の
縄
を
切
る
。
こ
の
後
、
圭
人
の
一
家
や
招
か
れ
た
客
は
、
皆
ラ
リ
ュ
ザ
（
祭
風
樹
）
の
前
に
坐
り
、
東
巴
全
員
が
「
魯
般
魯
饒
」
を
吟

請
す
る
。
そ
れ
か
ら
情
死
者
に
食
物
が
供
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
日
の
午
後
に
は
、
縄
を
解
く
儀
式
が
行
わ
れ
る
。
東
巴
が
主
人
の
家
族

全
員
の
首
に
細
麻
縄
を
掛
け
、
経
典
を
吟
諦
し
な
が
ら
、
鎌
で
縄
を
解
い
て
断
ち
切
る
。
こ
う
し
て
、
首
を
吊
っ
た
情
死
者
の
雷
巫
は
、
首
を

絞

め
て
い
た
縄
か
ら
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
る
。
こ
の
日
に
さ
ら
に
そ
の
後
も
い
く
つ
か
の
儀
式
が
行
わ
れ
る
。

　
四

日
目
は
情
死
者
の
需
巫
が
濟
度
さ
れ
る
日
で
あ
る
。
早
朝
か
ら
、
東
巴
に
よ
っ
て
複
敷
の
経
典
が
吟
請
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
儀
式
が
行
わ

れ

る
。
そ
し
て
一
羽
の
鶏
の
口
に
米
粒
と
銀
が
入
れ
ら
れ
、
縄
で
こ
の
鶏
を
絞
め
殺
す
。
こ
れ
は
鶏
を
身
代
わ
り
と
し
て
、
異
常
死
を
と
げ

（109）



た
情
死
者
が
與
え
ら
れ
な
か
っ
た
「
息
」
を
入
れ
る
庭
置
を
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
て
死
ん
だ
鶏
は
小
さ
な
棺
桶
に
入
れ
ら
れ
て
、

情
死
者
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
。

　

こ
の
日
の
午
後
に
な
る
と
、
一
人
の
東
巴
が
祭
風
樹
や
ク
ワ
（
木
牌
）
を
持
っ
て
、
情
死
者
が
死
ん
だ
方
向
を
望
む
山
の
上
に
行
き
、
祭

壇

を
作
る
。
他
の
東
巴
は
圭
人
の
家
で
儀
禮
を
績
け
る
が
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
山
の
祭
壇
に
集
合
す
る
。
そ
し
て
、
家
の
中
で
作
っ
た
よ
う

に

再

び
祭
壇
を
整
え
て
、
複
藪
の
経
典
を
吟
唱
す
る
。
そ
の
後
、
情
死
者
を
意
味
す
る
木
の
人
形
が
作
ら
れ
、
死
装
俗
を
象
徴
す
る
白
い
硫

布
で
包
む
。
そ
し
て
さ
ら
に
複
敷
の
経
典
が
吟
涌
さ
れ
る
。

　
最
後
に
行
わ
れ
る
の
は
、
川
を
渡
る
ロ
ー
プ
（
綱
）
の
儀
式
で
あ
る
。
一
本
の
細
い
縄
を
ロ
ー
プ
に
見
立
て
た
儀
式
で
、
情
死
者
の
簸
を

こ
の
世
か
ら
彼
ら
の
行
く
べ
き
所
へ
と
旅
立
た
せ
る
意
味
を
持
つ
。
東
巴
は
縄
の
一
方
を
杉
の
杖
で
璽
の
住
庭
に
結
び
、
一
方
を
手
で
持
ち
、

こ
の
縄
に
木
の
人
形
を
掛
け
る
。
そ
の
下
に
水
を
流
し
入
れ
た
溝
が
作
ら
れ
、
こ
れ
が
生
死
の
境
の
川
と
な
る
。
東
巴
が
手
で
持
っ
た
縄
の

端
を
持
ち
上
げ
る
と
、
人
形
は
す
る
す
る
と
縄
を
つ
た
っ
て
霞
の
住
庭
へ
と
渡
る
。
東
巴
は
こ
の
縄
を
断
ち
切
り
、
璽
の
住
庭
を
燃
や
す
。

そ
れ
か
ら
、
「
死
者
の
門
を
閉
じ
る
」
儀
禮
の
脛
典
を
吟
唱
す
る
。
そ
の
後
、
主
人
の
家
に
戻
っ
て
か
ら
、
東
巴
は
い
く
つ
か
の
儀
式
を
行

う
。
そ
し
て
最
後
の
五
日
目
に
も
、
東
巴
は
い
く
つ
か
の
災
い
や
悪
璽
を
祓
う
儀
式
を
行
う
。

　
前
記
し
た
如
く
、
ナ
シ
族
の
傳
統
的
観
念
に
お
い
て
は
正
常
な
死
亡
者
の
み
が
死
後
組
先
の
地
に
行
け
る
の
で
あ
り
、
非
正
常
な
死
亡
者

は

あ
る
種
の
複
雑
な
祭
鬼
と
濟
度
の
儀
禮
を
行
っ
て
、
や
っ
と
希
望
の
祀
先
の
地
に
行
け
る
。
結
婚
せ
ず
に
、
子
孫
も
な
く
死
ん
だ
青
年
は
、

租
先
の
地
の
大
門
の
外
で
拒
紹
さ
れ
る
。
麗
江
魯
旬
等
の
山
厘
で
は
、
終
身
配
偶
者
の
い
な
い
人
は
「
陽
巴
」
と
呼
ば
れ
る
。
彼
（
彼
女
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ね
　

の

墓
は

祀
先
の
墓
と
違
っ
た
場
所
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
未
婚
の
男
性
、
あ
る
い
は
殉
情
の
結
果
一
生
嫁
が
な
か
っ
た
女
性
で
あ
る
。

　
情
死
し
た
男
女
の
行
く
所
は
、
正
常
な
死
に
方
を
し
た
人
が
行
く
祀
先
の
故
地
で
は
な
く
、
情
死
者
の
雷
巫
が
集
ま
っ
て
い
る
玉
龍
山
の
奥

地
で
あ
る
。
こ
の
地
は
「
ツ
ェ
ニ
ジ
r
t
カ
’
：
F
L
」
　
（
C
e
i
q
　
n
i
　
j
j
e
k
e
q
　
b
b
u
g
，
十
二
の
峰
聞
の
谷
）
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
情
死
者
の
樂
園
は
、
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お
　

玉
龍
山
の
奥
深
く
、
三
つ
目
の
草
地
に
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
漢
語
で
は
前
述
し
た
よ
う
に
「
玉
龍
第
三
國
」
と
謹
さ
れ
て
き
た
。

　
以
上
の

如

v
本
章
で
は
、
居
那
什
羅
祠
山
以
外
の
神
山
玉
龍
山
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
玉
龍
山
に
は
居
那
什
羅
碑
山
と
は
異
な
っ
た
山
中

他
界
が

存
在
し
、
居
那
什
羅
神
山
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
情
死
者
の
行
き
つ
く
安
息
の
場
所
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
居
那
什

羅
神
山
と
玉
龍
山
と
い
う
二
つ
の
肺
山
は
、
ナ
シ
族
の
杜
會
に
お
い
て
璽
魂
の
異
な
っ
た
二
つ
の
行
き
つ
く
場
所
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
正

常
な
死
者
と
非
正
常
な
死
者
の
塊
の
行
方
は
、
こ
の
1
1
つ
の
神
山
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
白
庚
勝
氏
は
、
玉
龍
第
三
國
の
誕
生
の
前
に
、
ナ
シ
族
に
は
す
で
に
山
中
他
界
の
観
念
が
あ
り
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
居
那
什
羅
祠
山

上
の

露
界
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
白
氏
は
さ
ら
に
玉
龍
第
三
國
は
、
居
那
什
羅
祠
山
上
に
あ
る
他
界
が
生
ま
れ
愛
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
玉

龍
山
は
居
那
什
羅
耐
山
が
實
在
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
察
し
て
い
る
。
ナ
シ
族
の
世
界
観
に
お
け
る
二
つ
の
祠
山
の
問
題
は
今
後
も
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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結
語

　
本
稿
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
ナ
シ
族
の
祠
山
で
あ
る
居
那
什
羅
紳
山
は
非
常
に
複
雑
な
性
格
を
持
ち
、
＃
話
の
中
で
極
め
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
役
割
の
中
で
ま
ず
最
初
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
　
r
天
地
を
分
け
て
安
定
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
神
山
の

創
造
に

よ
っ
て
天
地
は
安
定
し
、
穀
物
は
實
り
家
畜
も
育
っ
た
。
つ
ま
り
農
業
、
牧
畜
が
成
立
し
、
文
化
が
誕
生
す
る
。
居
那
什
羅
祠
山
は

こ
の
よ
う
な
影
響
を
ナ
シ
族
に
與
え
た
の
で
あ
る
。

　
居
那
什
羅
耐
山
の
四
方
に
は
、
＃
々
、
精
雷
巫
、
鬼
霊
、
人
類
等
が
住
む
。
こ
れ
ら
は
＃
山
を
境
界
と
し
て
相
封
し
て
存
在
し
、
そ
の
封
立
・

抗
争
は
藪
々
の
東
巴
経
で
語
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
祠
山
は
肺
々
・
精
霰
と
鬼
露
の
領
域
、
人
聞
界
と
自
然
界
を
分
離
、
結
合
す
る



役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
居
那
什
羅
祠
山
は
太
陽
・
月
の
運
行
と
密
接
な
關
係
を
持
つ
。
つ
ま
り
、
こ
の
肺
山
は
天
・
地
の
境
界
だ
け
で
な
く
、
日
・
月
な
ど

の

時
聞
的
境
界
を
果
た
し
て
い
る
。

　
r
延
壽
経
」
と
呼
ば
れ
る
神
話
で
、
神
々
は
居
那
什
羅
祠
山
の
山
頂
で
壽
命
の
分
配
の
相
談
を
し
た
。
こ
の
祠
山
は
生
と
死
の
分
離
と
結

合
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
推
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ナ
シ
族
の
世
界
観
に
お
い
て
は
、
居
那
什
羅
神
山
は
祀
先
の
住
む
地
で
あ
り
、
死
者
の
魂
は
こ
の
神
山
に
戻
り
祀
先
と
な
る
。
こ
の
祠
山

は
生
者
と
死
者
を
分
け
て
統
合
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
ま
た
宗
教
信
仰
の
面
か
ら
い
え
ば
、
居
那
什
羅
祠
山
は
、
ナ
シ
族
古
來
の
宗
教
で
あ
る
東
巴
教
と
密
接
な
關
係
が
あ
り
、
東
巴
教
の
開
租

丁
巴

什
羅
と
も
極
め
て
重
要
な
關
係
が
あ
る
。
丁
巴
什
羅
に
關
す
る
神
話
の
中
で
、
こ
の
祠
山
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
祠
山
は
東
巴
教
の
成
立
と
も
關
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
推
断
で
き
る
。

　

ナ
シ
族
の
冠
會
に
は
、
居
那
什
羅
紳
山
の
他
に
玉
龍
山
が
存
在
す
る
。
居
那
什
羅
紳
山
が
＃
話
上
の
山
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
玉
龍
山
は

實
在
す
る
山
で
あ
る
。
玉
龍
山
の
山
神
三
多
は
非
常
に
複
雑
な
性
格
を
持
つ
祠
で
あ
り
、
ナ
シ
族
の
民
族
保
護
祠
で
あ
り
、
戦
祠
、
白
石
祠

と
し
て
の
役
割
を
ナ
シ
族
の
杜
會
に
お
い
て
果
た
し
て
い
る
。

　
祠
山
と
し
て
の
玉
龍
山
に
つ
い
て
特
筆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
山
に
は
玉
龍
第
三
國
と
構
さ
れ
る
他
界
が
存
在
す
る
こ
と
で

あ
る
。
ナ
シ
族
の
杜
會
で
は
か
つ
て
情
死
が
非
常
に
多
く
、
情
死
者
の
璽
は
居
那
什
羅
祠
山
に
行
く
こ
と
は
で
き
ず
、
玉
龍
第
三
國
に
行
っ

て
安
息
を
得
る
の
で
あ
る
。

　
神
山
、
宇
宙
山
は
二
つ
の
世
界
の
境
域
に
存
在
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
ナ
シ
族
の
二
つ
の
祠
山
は
正
常
な
死
者
と
非
正
常
な
死
者
を
分
け

る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
ナ
シ
族
の
神
山
へ
の
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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宇
宙
山
に
つ
い
て
は
、
M
．
エ
リ
ア
ー
デ
著
、
堀
一
郎
課
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
冬
樹
杜
語
ー
鋤
頁
、
一
九
七
四
年
。

ナ
シ
（
納
西
）
族
の
主
要
居
住
地
域
は
、
中
國
雲
省
玉
龍
納
西
族
自
治
縣
、
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
（
香
格
里
拉
、
中
旬
）
縣
、
寧
藻
舞
族
自
治
縣
（
永
寧
）
、

維
西
傑
傑
自
治
縣
及
び
四
川
省
境
域
一
帯
で
あ
り
、
人
口
線
藪
は
約
3
0
萬
人
で
あ
る
。
そ
の
言
語
は
中
緬
語
族
の
舞
語
系
舞
語
支
に
属
す
る
。

黒
澤
直
道
『
ナ
シ
族
の
古
典
文
學
－
『
ル
バ
ル
ザ
』
ー
情
死
の
ト
ン
バ
経
典
』
雄
山
閣
4
5
頁
、
二
〇
一
一
年

村
井
信
幸
「
ナ
シ
（
納
西
）
族
の
東
巴
教
開
祀
に
關
す
る
神
話
の
一
考
察
」
『
漢
學
會
誌
』
5
6
號
醐
ー
瑚
F
m
K
、
　
1
1
0
1
七
年

光
鳥
督
『
ボ
ン
教
學
統
の
研
究
』
風
響
杜
6
1
7
頁
、
一
九
九
二
年

黒
澤
直
道
『
同
上
』
9
－
9
9
頁

J
．
　
F
．
　
R
o
c
k
著
、
村
a
k
t
u
g
e
m
－
w
a
　
r
M
o
－
の
o
　
（
N
a
－
k
h
i
）
　
s
s
の
文
献
中
の
洪
水
説
話
」
『
中
國
大
陸
古
文
化
研
究
』
第
八
集
5
0
頁
、
一
九
七
八
年

J
．
　
F
．
　
R
o
c
k
著
、
村
井
信
幸
課
「
同
上
」
5
4
頁
。

白
庚
勝
「
納
西
族
”
山
中
他
界
”
観
念
與
殉
情
現
象
」
郭
大
烈
編
『
納
西
族
研
究
論
文
集
』
民
族
出
版
杜
m
頁
、
隅
頁
一
九
九
二
年
、
黒
澤
直
道

『同
上
』
捌
頁
。

曽
布
川
寛
『
昆
奇
山
へ
の
昇
山
ー
古
代
中
國
人
が
描
い
た
死
後
の
世
界
ー
』
中
公
新
書
鰯
・
1
5
－
1
7
頁
、
一
九
八
↓
年
、
鐵
井
慶
紀
『
中
國
神
話
の

文
化
人
類
學
的
研
究
』
卒
河
出
版
肚
脚
ー
蹴
頁
、
一
九
九
〇
年
。

楊
幅
泉
「
納
西
族
”
山
中
璽
界
”
観
及
其
演
愛
」
「
楊
幅
泉
納
西
學
論
集
』
民
族
出
版
肚
捌
ー
捌
頁
、
二
〇
〇
九
年
、
白
庚
勝
『
東
巴
神
話
研
究
』
雲

南
大
學
出
版
杜
、
雲
南
人
民
出
版
杜
謂
ー
胴
頁
、
二
〇
一
二
年

J
．
　
F
．
　
R
o
c
k
著
、
村
井
信
幸
諜
「
同
上
」
5
0
頁
o

楊
幅
泉
「
同
上
」
姐
ー
畑
頁
、
な
お
本
文
中
の
ロ
ー
マ
字
表
記
は
R
o
c
k
氏
が
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

白
庚
勝
『
同
上
』
淑
ー
鰯
頁
。

白
庚
勝
「
同
上
」
畑
ー
捌
頁
。

白
庚
勝
「
同
上
」
澗
頁
。

白
庚
勝
「
同
上
」
諭
－
蹴
頁
、
J
’
　
F
°
R
o
c
k
　
T
h
e
　
N
a
－
k
h
i
　
N
a
σ
q
a
　
C
u
l
t
　
a
n
d
　
R
e
l
a
t
e
d
　
C
e
r
e
n
o
n
i
e
s
，
　
S
e
r
i
e
　
O
r
i
e
n
t
a
l
e
　
R
o
m
a
，
　
I
V
　
（
P
a
r
t

I
　
a
n
d
　
I
I
）
，
　
I
s
M
E
O
．
　
R
o
m
a
　
1
9
5
2
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（3
2
）

楊
幅
泉

「同
上
」
姻
ー
釦
頁
。

楊
幅
泉
「
同
上
」
姐
頁
．

方
國
諭
・
和
志
武
「
納
西
族
的
淵
源
、
遷
徒
和
分
布
」
郭
大
烈
編
『
納
西
族
研
究
論
文
集
』
7
i
2
2
頁
参
照

李
森
燦

「
座
些
族
遷
徒
路
線
之
尋
訪
i
祭
祀
経
典
一
段
之
研
究
」
亜
洲
民
族
・
冠
會
生
活
專
刊
第
三
輯
『
歴
些
族
的
故
事
』
東
方
文
化
供
応
社
、
備

頁
、
一
九
七
〇
年
。

ナ
シ
族
は
漢
籍
史
料
に
は
「
麿
些
」
「
磨
些
」
等
の
名
稻
で
現
れ
る
。
近
年
で
も
中
國
、
欧
米
の
研
究
者
の
聞
で
は
「
磨
些
」
　
“
M
o
－
s
o
”
等
の
名
稻

が

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
な
お
本
文
中
の
麗
江
と
永
寧
の
ナ
シ
族
の
肚
會
文
化
的
差
異
に
つ
い
て
は
、
村
井
信
幸
「
納
西
族
の
種
族
史

的
研
究
」
『
東
南
ア
ジ
ア
ー
歴
史
と
文
化
』
M
1
2
2
7
－
5
7
頁
、
一
九
八
三
年
参
照
。

李
森
燦
『
同
上
』
m
l
・
刷
頁
。

李
森
燦

「
延
壽
経
」
『
磨
些
族
的
経
典
研
究
』
東
方
文
化
書
局
、
一
九
七
一
年
、
村
井
信
幸
「
ナ
シ
族
の
神
話
、
傳
承
に
現
れ
る
鶏
の
役
割
に
つ
い
て
」

『
東
洋
研
究
』
第
鵬
號
、
一
九
九
八
年
参
照

「祠
s
e
p
m
」
　
（
H
t
i
　
z
h
i
　
p
、
i
）
に
關
し
て
は
、
　
J
．
　
1
っ
゜
R
o
c
k
　
“
S
t
u
d
i
e
s
　
i
n
　
N
a
－
k
h
i
　
L
i
t
e
r
a
t
u
r
e
　
1
’
a
r
t
　
I
I
　
T
h
e
　
N
a
－
k
h
i
　
H
a
　
z
h
i
　
p
、
i
”
　
B
u
l
l
e
t
i
n

de
　
L
’
E
c
o
l
e
　
F
r
a
n
c
a
i
s
e
　
d
’
E
x
　
t
r
Φ
m
e
－
o
r
i
e
n
t
　
’
　
x
x
x
v
l
l
　
f
a
s
c
．
　
1
．
　
1
9
3
7
，
村
井
信
幸
「
ナ
シ
族
の
葬
迭
儀
禮
と
他
界
観
」
梶
村
昇
編
『
ア
ジ
ア

人
の

み
た

璽
魂
の
行
方
』
大
東
出
版
冠
研
頁
、
陶
頁
、
一
九
九
五
年
参
照
。

東
巴
文
化
研
究
所
編
課
「
超
度
什
羅
儀
式
’
迎
請
什
羅
・
殺
三
百
六
十
介
鬼
卒
・
殺
希
固
松
璃
」
『
納
西
東
巴
古
籍
澤
註
全
集
』
7
2
、
雲
南
人
民
出
版

杜
3
1
u
r
、
　
l
九
九
九
年
o

東
巴
文
化
研
究
所
編
詳
「
同
上
」
3
2
－
4
5
頁
。

東

巴
文
化
研
究
所
編
澤
「
同
上
」
5
3
－
5
5
頁
。

J
’
　
F
°
R
o
c
k
著
、
村
井
信
幸
詳
「
同
上
」
5
0
頁
。
光
蔦
督
『
同
上
』
c
o
－
’
”
7
頁

楊
福
泉
『
納
西
族
與
藏
族
歴
史
關
係
研
究
』
民
族
出
版
杜
田
ー
珊
頁
、
二
〇
〇
五
年
。

白
庚
勝
「
納
西
族
“
山
中
他
界
”
観
念
與
殉
情
現
象
」
瑚
頁
、
な
お
玉
龍
山
に
つ
い
て
は
歎
々
の
傳
承
が
あ
る
。
「
玉
龍
雪
山
的
傳
説
」
H
、
口
r
金

沙
江
和
玉
龍
山
」
中
共
麗
江
地
委
宣
傳
部
編
『
納
西
族
民
聞
故
事
選
』
上
海
文
藝
出
版
冠
、
l
九
八
四
年
、
趙
銀
業
『
玉
龍
奮
話
新
編
』
雲
南
人
民

出
版
杜
、
l
九
八
四
年
。

白
庚
勝
『
納
西
學
論
集
』
鋼
ー
渦
頁
。
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v
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v
白
庚
勝
『
同
上
』
珊
ー
鋤
頁
。
な
お
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
木
氏
土
司
が
三
多
へ
の
祭
祀
儀
禮
を
中
心
に
な
っ
て
行
っ
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
木
氏
土
司
は
約
三
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
ナ
シ
族
を
支
配
し
た
が
、
清
代
雍
正
年
聞
の
「
改
土
蹄
流
に
よ
っ
て
権
力
を
失
っ
た
が
、
そ
の
後

も
三
多
へ
の
祭
祀
儀
禮
は
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
た
。

白
庚
勝
「
同
上
』
謂
頁
。

白
庚
勝
『
同
上
』
網
頁
。

J
．
　
F
．
　
R
o
c
k
　
“
T
h
e
　
R
o
m
a
n
c
e
　
o
f
　
K
’
a
－
m
a
－
g
y
u
－
m
i
－
g
k
y
i
”
　
B
u
l
l
e
t
i
n
　
d
e
　
L
’
E
c
o
l
e
　
F
r
a
n
c
a
i
s
e
　
d
’
E
x
t
r
e
m
e
－
O
r
i
e
n
t
　
X
X
X
　
I
X
．
　
p
p
l
～

7
’
李
近
春
コ
麗
江
納
西
族
的
”
殉
情
”
及
其
原
因
」
中
國
西
南
民
族
研
究
學
會
編
「
西
南
民
族
研
究
』
四
川
民
族
出
版
肚
細
頁
、
一
九
八
三
年
。

李
近
春

「
同
上
」
部
頁
、
楊
幅
泉
『
楊
幅
泉
納
西
學
論
集
』
鵬
ー
瑚

黒
澤
直
道
『
同
上
』
鵬
頁
、
白
庚
勝
「
納
西
族
”
山
中
他
界
”
観
念
與
殉
情
現
象
」

J
’
　
F
°
　
R
o
c
k
”
同
上
”
　
p
p
°
1
～
7
’
楊
幅
泉
『
同
上
』
趾
ー
搬
頁
。

黒
澤
直
道
『
同
上
』
3
－
3
8
頁
、
雲
南
省
少
敷
民
族
古
籍
整
理
出
版
規
劃
辮
公
室
編
「
魯
般
魯
饒
」
『
納
西
族
東
巴
古
籍
鐸
注
O
』
雲
南
人
民
出
版
肚
、

1
－
珊
頁
、
一
九
八
六
年

こ
の
儀
禮
の
進
行
過
程
に
つ
い
て
は
、
黒
澤
直
道
『
同
上
』
皿
ー
田
頁
、
雲
南
省
肚
會
學
院
東
巴
文
化
研
究
所
《
納
西
族
東
巴
教
儀
式
資
料
彙
編
》

課
題
組
編
『
納
西
族
東
巴
教
儀
式
資
料
彙
編
』
雲
南
民
族
出
版
冠
捌
ー
珊
頁
、
二
〇
〇
四
年
、
参
照

楊
幅
泉
『
楊
幅
泉
納
西
學
論
集
』
蜘
－
姐
頁
、
二
〇
〇
九
年
o

黒
澤
直
道
『
同
上
』
鵬
頁
。
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